
 

 

高血圧の患者数は約８００万人で、６５歳以上の６０％の方に高血圧が 

みられます。 

９０％が本態性高血圧で、主に動脈硬化により血圧が高くなっているもの

です。残りの１０％はホルモンの異常などによるもので、二次性高血圧と 

言われます。 

一般に高血圧と言っているのは本態性高血圧を指します。 

ここで日本高血圧学会が定めた、高血圧の分類を示します。 
（mmHg）  

至適血圧至適血圧至適血圧至適血圧    １２０＞ かつ ８０＞ 

正常血圧正常血圧正常血圧正常血圧    １３０＞ かつ ８５＞ 

正常高値血圧正常高値血圧正常高値血圧正常高値血圧    １３０～１３９ かつ ８５～８９ 

Ⅰ度高血圧Ⅰ度高血圧Ⅰ度高血圧Ⅰ度高血圧    １４０～１５９ または ９０～９９ 

Ⅱ度高血圧Ⅱ度高血圧Ⅱ度高血圧Ⅱ度高血圧    １６０～１７９ または １００～１０９ 

Ⅲ度高血圧Ⅲ度高血圧Ⅲ度高血圧Ⅲ度高血圧    １８０≦ または １１０≦ 
 

表からも高血圧とは、「収縮期血圧１４０≦」または「拡張期血圧９０≦」とさ

れています。 

正常の下に至適とありますが、「１２０＞ かつ ８０＞の血圧にある人は、

脳卒中や心筋梗塞、慢性腎臓病などの動脈硬化による病気を極めて 

起こしにくい値である」ということです。 

みなさんが思っている値よりずい分低くないですか？ 

診療をしていると、高血圧の患者さんから「１２０／７０では低すぎません

か？」と言われることが多いです。 

逆に「１８０／１００になってしまいました。すぐに下げてください！」と 

あわてて来院される方もときどきあります。 

これは血圧に対する誤解から生じる訴えです。 

脳 ・ 心臓 ・ 腎臓の主要な臓器の血流は、血圧の影響を直接受けない

ように、血流の自動調節機能があります。 
 

 

ですから血圧が下がっても、上がっても脳の血のめぐりは一定になるよう

に保たれています。 

近所で「あの人は血圧が低くて亡くなったらしい」なんて話は聞いたことが

ないでしょ。 

それに急激な血圧上昇で脳出血が起こるなら、オリンピックの選手が 

スタートラインに立った時点でみんな倒れてしまって競技は成立しません。 

では高血圧の基準はいったい何を言いたいのかというと、 

動脈硬化により血圧は上昇してくるのですが、「慢性的に高い血圧は、 

さらに血管を障害して動脈硬化を進行させてしまう」という悪循環に陥る 

その限界値が１４０≦ または ９０≦ということなのです。 

ですから、この悪循環を断ち切るために血圧を下げる必要があるのです。 

そのために私は、高血圧の患者さんに自宅で血圧測定をしていただくよう

に指導させていただいております。 

もうお分かりでしょうが、日頃どんな血圧で推移しているのか、 

高いなら何時高いのかを知るためです。 

慢性的な血圧の変化を問題にしているので、 

くれぐれも１回の血圧で一喜一憂しないようにして下さい。 

高血圧は重要な病気なので、これからも取り上げていくつもりです。 

楽しみにしていてくださいね。 

 

 

原則として、小学生までは２回接種、それ以外は１回接種となります。 

１１月中に終わらせたいと思っておりますので、 

まだ接種が済んでいない方はお早めにお申し出下さい。 

 

６５歳以上の方 初回のみ １５００円    

一般の方 １回 ２５００円    

先月号でもお知らせしましたが、１２月までインフルエンザワクチン 

接種を行っています。 

 


